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概  要 

 

一般的に高強度球状黒鉛鋳鉄を製造するために Cu を添加する手法が採用

されるが、この手法では硬い組織であるパーライトが析出するため、切削加工

時に工具欠けが発生しやすい課題があった。本技術では、Cu の代わりに Si を

約 4.3%添加し、フェライト組織を固溶強化することで、高い引張強度と良好

な切削性を両立した。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

パーライトにより高強度化した鋳鉄は、パーライトを構成するセメンタイト

と呼ばれる非常に硬い金属間化合物により、工具欠けや短い工具寿命が課題で

あったが、本技術により固溶強化したフェライトは非常に硬い組織を含まない

ため、工具欠けの減少、良好な工具寿命が達成される。 

本技術の 

有用性 

切削加工時の工具欠けの抑制や、工具の長寿命化により、加工工程の高効率

化を実現し、製品製造のリードタイムの短縮が可能となる。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 各材料の直方体状試料をフライス加工し、逃

げ面摩耗量を測定した結果、GJS600（固溶強

化鋳鉄）の逃げ面摩耗量は、同強度の FCD600

（従来鋳鉄）の半分程度に抑えられた。 

適用可能製品 
材質は引張強度 500MPa 以上の球状黒鉛鋳鉄で、切削加工部分が多い製品

に適用可能である。 
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